
 

１ 議題について  

(1) 生徒の実態 

本学級は，男子１２名，女子１９名，計３１名の学級である。生徒はこれまで小学校の時から継

続的に，グループでの話合いで自分の意見を述べたり，相手の意見を聞き入れたりして，それに対

して自分の考えを述べるという話合いの機会を経験してきている。 

本学級の学級目標は「スクラム」であり，「個人の微力な力も，合わせれば大きな力になる。最後

の１年を全員で力を合わせて作り上げよう。」と確認し合い１年がスタートした。休校期間を経て，

学校が再開されてから，これまでとは異なる生活様式の中で戸惑う場面もあったが，常に学級目標

を意識しながら，最上級生として自分たちができることを実践しようとする態度を持ち続けている。 

(2) 議題設定の理由 

日常生活や様々な行事が制限される中，学園祭や修学旅行などに対して，限られた環境の中でで

きることを見付け，工夫して行事を乗り越えてきた。９月の学園祭，１０月上旬の修学旅行を終え，

最後に学級で取り組む最大の行事が合唱発表会である。学園祭の体育部門では，運動に得意不得意

がある中で，仲間を励まし合い，補い合いながら，最後は笑顔で終わることができた。一方，取組

期間中に仲間と本音でぶつかり合えず，内面では心残りを抱えている生徒も少なくない。 

３年間の集大成として，合唱発表会では，生徒一人一人が仲間のためにできる行動を考え，人と

して，そして学級としてよりよい成長ができる機会としていきたい。そのために，学園祭での取組

を振り返り，そこから感じたことを合唱発表会の取組に生かせるように事前アンケートを取り，個

人の考えを学級で共有することを通して，合意形成を図り，納得して合唱発表会の練習に取り組め

るようにしていきたい。 

２ 学級活動（１）の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学級や学校の生活上の諸問題を

話し合って解決することや他者と

協働して取り組むことの大切さを

理解している。 

合意形成の手順や活動の方法を

身に付けている。 

学級や学校の生活をよりよくするた

めの課題を見いだしている。 

課題解決に向け，話し合い，多様な

意見を生かして合意形成を図り，

協働して実践している。 

学級や学校における人間関係を

形成し，見通しをもったり振り返っ

たりしながら，他者と協働して日

常生活の向上を図ろうとしてい

る。 

３ 本時までの活動の流れ 

（１）事前の指導と児童の活動                   「目指す生徒の姿」に基づいて多面的・総合的に見取る 

活動の場面 生徒の活動 指導上の留意点 ◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

１０月２日（金） 

学級活動 

合唱曲の決定 自分たちで納得した曲を歌え

るように生徒主体で行う。 

 

１０月７日（水） 

帰りの会 

学園祭の振り返りと合唱発

表会に向けたアンケート調

査に回答する。 

生徒自身のアンケート結果か

ら議題と提案理由を決めるこ

とができるよう，アンケート作

成段階から合唱実行委員に

◎アンケートに回答するこ 

とで，学園祭での取組

を振り返ったり，合唱発

表会への意欲をもった

特別活動事例１ 自発的・自治的な活動を通して，社会参画の力を育む授業実践事例 

議題「学級の目指す合唱発表会を確認し，それに向けた取組みを考える」 

第３学年 (１)－学級や学校における生活づくりへの参画 

ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決 

      

  

生徒にとって，切実感のある議題を取り上げる 

合意形成に向けた

話合い活動の充実 



よる主体的な取組を支援す

る。 

りして，学習への見通し

をもとうとしている。【主

体的態度】（アンケート，

観察） 

１０月１６日 

（金） 

放課後 

学級会の話し合いの柱と流

れ，役割分担等必要な準備

について話し合い，１時間の

計画を立てる。 

※合唱実行委員 

役割を決めて話し合いの流

れを考えさせる。 

 

◎合唱実行委員の役割や 

話合いの意義，進行の

仕方等について理解し

ている。【知識・技能】

（打合せシート，観察） 

※合唱実行委員 

（２）本時の指導と生徒の活動 

 生徒の活動 

    

     指導上の留意点 ◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

つ

か

む 

２

分 

１ 今日の学級会の議題と提案理由を確 

認する。 

 

・合唱実行委員の議題への

思いを学級全員が理解し，

全員で考えていくべき議題

であることを確認できるよう

にする。 

 

 

 

 

出

し

合

う 

１ 

５

分 

２ 話合い活動をする。 

【議題Ⅰ】学園祭の振り返り 

「学園祭を通して見えたクラスの良さと課

題を出し合う。」 

 

 

 

【議題Ⅱ】目指す合唱発表会について 

「どのような合唱を作り上げ，どのように

最後の合唱発表会を締めくくりたいか。」 

・合唱実行委員が話合いを

進める。教師は生徒の主体

的活動の支援に当たり，合

意形成の方向付けにかかわ

る助言は行わない。 

 

 

 

・具体的な取組を考える際の

視点として，学級全員が共

有できるように助言する。 

 

 

◎今の学級のよさや課題   

  を見いだし，それを踏ま   

  えてよりよい学級や合    

  唱発表会について考え 

  ている。【思考・判断・表 

  現】（発言，観察，キャリ 

  ア・パスポート） 

比

べ

合 

う 

２ 

３ 

分 

【議題Ⅲ】合唱発表会の取組について 

「自分たちの目指す合唱発表会にするた

めに，クラスとしてできることを考える。 

 

 

・個人で考えた後，班ごとに

意見を整理してから発表す

る。 

・意見が出にくい場合，議題

Ⅱで共有した視点に基づい

て話合いを進めるように助

言する。 

・多様な側面から取組を考え

ることができるように，合唱

練習をする際に発生しそうな

問題を実行委員とともに想

定しておき，話合い活動の前

◎目指す学級の姿や合唱 

発表会の実現に向け

て，学級の課題を踏まえ

て具体的な取組を考え

ている。【思考・判断・表

現 】 （ 発 言 ， 観 察 ） 

  「学級の目指す合唱発表会を確認し，そのためにできることを考える。」 



に示すようにする。 

決

め

る 

１

０ 

分 

３  学級の取組について合意形成する。 

  ※キャリア・パスポートに記入 

  

 

 

 

 

４ 学級会の振り  

返りをする。 

 ※キャリア・パス

ポートに記入 

・提案理由や議題Ⅱで共有し

た視点を確認しながら出さ

れた意見を吟味し，合意形

成につなげるよう支援する。 

・継続的な取組につなげるた

め，キャリア・パスポートに記

入する。 

・話合い活動そのもののよさ

や自己の変容や成長に目を

向けることができるよう,教師

が対話的にかかわる。 

◎根拠を明確にしながら

発言したり，意見の相違

について考えたりしなが

ら合意形成に関わって

いる。【思考・判断・表

現】（発言，観察，キャリ

ア・パスポート） 

 

 

生徒自身が話合い活動の

価値を実感できる評価に

する 

（３）事後の指導と生徒の活動 

活動の場面 生徒の活動 指導上の留意点 ◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

１０月２１日（木） 

帰りの会 

個人目標を考えキャリア・

パスポートに書き，実践す

る。 

 

学級で決めた取組を受けて

個人の目標を立てることがで

きるように対話的にかかわる。 

◎学級で合意形成した内

容を踏まえ，自らにでき

ることを考え具体的な

個人目標を立てている。

【思考・判断・表現】 

〈キャリア・パスポート〉 

１１月６日（金） 

 帰りの会 

キャリア・パスポートに合

唱の取組途中の振り返り

を書く。 

２週間余り取り組んでみて正

直に感じたことを書けるように

する。 

◎学級の取組と個人目標

を踏まえ，今後の改善に

向けて様々な側面から

振り返りをしている。 

【思考・判断・表現】 

（キャリア・パスポート） 

１１月２４日（火） 

 帰りの会 

実践について振り返る。 キャリア・パスポートに振り返

りの視点を用意するとともに，

自他のよさや課題に対して多

様な側面から考えることがで

きるように対話的にかかわる。 

◎実践を振り返り，自他の

よさや課題への気付きを

持ち，現在及び将来に向

けての学校生活や日常

生活に生かそうとしてい

る。【主体的態度】 

（観察・キャリア・パスポ

ート） 

４ 指導と評価の一体化に向けて（授業改善のポイント） 

（１）自発的・自治的な活動の実現に向けた支援 

  【事前の活動】 

〇 議題の選定 

生徒が自分事として議題について考えることができるように，生徒が３年間の集大成として意

識している合唱発表会を題材として取り上げるとともに，合唱実行委員が主体となり事前のアン

ケート調査を実施した。学園祭の振り返り・合唱発表会への期待等を項目にあげ，結果を整理し

て全員に示すことで解決すべき課題への見通しをもつことができた。 



【事前の活動】 

〇 学級会活動計画の作成 

 学級活動（１）においては，教師の適切な

指導の下，生徒自身が役割分担しながら話合

い活動を運営していくことが基本であるた

め，話合い活動の運営を担う生徒の実態に応

じて事前に打合せを行う必要がある。そこで，

本時においては▲１に示す打合せ用の資料

を活用しながら話合い活動の流れや時間配

分，役割分担，注意する点等について活動計

画を作成し，生徒の主体的な運営が可能とな

るように配慮した。 

【本時 話合い活動の場面】 

〇 班や個人に対する教師の対話的な 

かかわり  

 生徒の自治的・自発的な活動を尊重するた

め，教師は合意形成の方向付けにかかわる助

言は行わないよう留意した。一方，合唱実行

委員に対する話合い活動の運営にかかわる

助言とともに，班の話合い活動や個人に対す

る対話的なかかわりをもちながら，「目指す 

生徒の姿」に即した評価と生徒の学習改善に  

つながるフィードバックを行った。 

  

【本時 合意形成の場面・事後の活動】 

〇キャリア・パスポートの活用    

（▲2 参照） 

本時では，合意形成の内容や話合い

活動の振り返りを記録するために，学

校行事のキャリア・パスポートを活用

した。生徒はキャリア・パスポートの

記録に基づいて事後の活動における

実践を行い，さらに振り返りを通して

自分や他者，学級のよさに気付き，学

級への所属感や卒業までの生活への

新たな意欲をもつことができた。 

 なお，キャリア・パスポートの各項

目に記述された内容は，「目指す生徒

の姿」に基づいた評価に活用し，生徒

の学習改善と教師の指導改善につな

げた。 

 

 

 

 
 

  

  

▲2 キャリア・パスポート 

▲１ 学級会活動計画作成資料 

  

  


